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面積に関する重要な応用問題を紹介しよう

特に以下の 3間は,あ る共通の考え方をします

例題 1 座標平面上で,原点○から曲線

υ=sin″ へ引いた接線の接点をT(α ,sin α)

とする ただし,π <α <:π とする

(1)α の満たす方程式を求めよ

(2)曲線υ=sin″ と線分 OTで囲まれた部
分の面積 Sを ,cos αで表せ

考え方

(1)は まずはTに おける接線の方程式を求めて,

それが原点を通る状況を考えます

(2)は グラフより 2

つの関数の上下関係は

わかるので面積を求め

る式は簡単に作れます

あとは正しく計算して,

指示通り cos αを用い

① υ=sin″ のとき,υ
′=cos″

(1)T(α ,sin α)における接線の方程式は,

υ― sin α=cos α(″ 一α)

これが原点を通るので,
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α=tan α

これがαの満たす関係式である.

(2)Tに おける接線の方程式は ,

υ=COS α(″ ~α)十 sin α

=(cos α)″ ―α cos α+sin α

=(cos α),

よって,求める面積 Sは

て表すだけ

このような単に面積を求めるだけではない問題が重要です.

この考え方が入試頻出なんだな
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例題 2 α>0と する 曲線υ=sin 2″

(0≦
″≦子 )と

″軸で囲まれた部分の面積

を,y=α sin″ が 2等分するように定数αの
値を求めよ

考え方 υ=sin 2″
とυ =α sin″ の交点

″ =`を 設定 しないと

話が始まりませんが,定

数 αを求めることが目

標なので,最終的には′

0 曲線 y=sin 2″

まれた部分の面積は
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υ =sin 2″ と υ =α sin″ との交点の ″座
標を ″ =`と おくと,sin 2ι =α sin′ より,
2dn′ cos`=α ttι っまり,COS′ ==

0 < ′ く( `争  より, 0 < cos` < 1. よって ,

0<α <2

響
します。
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υ=α (0≦ α<1)

αとの交点のうち最も

i、

′

(Sin 2″ ―α sin 2)グ″=1× :
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一′ +2+2α2_4α =0

α2_4α +2=O    α=2± Vつ
0<α <2よ り,α =2-vワ
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の注 αを求めるのが目的なので,最終的に cos`

を消去しαだけの式になっています cos`の力を

例 題 3 ″軸に平行な直線 と曲線

υ=sin″ (0≦ ″≦ 3π)が 4点で交わる

とき,こ の直線と曲線で囲まれた部分の面積の

和が最小となるような直線の方程式を求めよ

考え方 この問題でも交点を自分で設定する必要
があります なお,面積を計算するときは図の対称
性に注意して,少 しでも計算の負担が軽くなるよう

にしよう

借りてαを求めることに成功したわけです 交点
`を具体的に決定することはできません
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″軸に平行な直線を

υ=sin″ とy=

int
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″座標の小さいものを″=`と おく つまり,
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α tt sinι
,

=2[――coS″ ―α″
]i~′
+2[α″+cOS″

]][`

=2{(一 cos(π ―″)―α(π ―′))― (一 cos`― α
`)}

+2{(3πα+0)一  (α(π ―̀
)+cos(π
一
`))}

=2(cosι ― απ+α′+cosι +α′)

/′ (′)=-6 sin`+6 sin′ +(6′ ―π)cos′

=(6′ ―π)cos′

cos′ >0.ょ って,ノ′(′)の符号

よって,′ =そのとき最」ヽ値3輛をとる
このとき,α =sin==:

■

″注 この問題では,α を求めるのが目的ですが ,

交点 ι主体で話を進め,面積も′の関数として考え

ています

″注  例 題  2で は cos″ ==を 利用 して
cos′ を消去し,面積を αの関数 と考えましたが ,

例 題 3.で |… ので,逆に郡
去して

`の
轍 と考えたのです このように,どの

文字をメインにするのかを式の形から見極める必要

があり載
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グラフの共有点が具体的に決定できないときは,と りあえず″=`と でも置いておき,そのまま計算
を進めていく 最終的に何が必要なのか, どの文字を主体にするのかを見極めて式を変形していく
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